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データの出典： 地図 https://power-point-design.com/ppt-design/kanagawa-for-powerpoint/#toc2, 写真は秦野市役所トップページより、文章は
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1694392107382/simple/kousou.pdf, 

秦野市

市域：東西約 13.6 キロメートル、南北は約 12.8 キロメートル
面積： 103.61 平方 キロメートル（県内 19 市中 5 番目）
全域が都市計画区域(※１) 
東京からは約60キロメートル、横浜から約37キロメートル
周辺： 北方には神奈川県の屋根と呼ばれている丹沢山塊が連なり、
            南方には渋沢丘陵が東西に走る  県下で唯一の盆地を形成 



この資料の見方・使い方

【含まれている情報】

• 人口： 推移と将来推計、人口構成、転出入の傾向、地区別高齢化率、昼夜間人口 など

• 地勢： 地形と土地利用、人口集中地域の変遷など

• 交通・移動：インフラの状況、交通分担率、コミュニティバスの情報など

• 住まいと建築：所有形態、建築形態、延床面積、建築年情報など

• エネルギー需給： エネルギーフロー、再エネポテンシャルなど

• 食や消費に関する情報： 小売りの拠点、地場産物の販売拠点など

• １次産業の状況： 農作物の種類と売り上げ、農家数など

• ごみ処理の状況と削減策

• 観光に関する要素



参考： カーボンニュートラル社会を拓く ーみなで学び、話し合い、行動するための読本ー（一社）環境政策対話研究所 をもとに作成

【茅恒等式】 脱炭素/カーボンニュートラルを考える際のチャンスや課題要素
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これらの情報・要素がどのように脱炭素に関わっているか



秦野の地勢と土地利用の区分割合



都市化の推移

秦野市 藤沢市 茅ヶ崎市

行政区の面積 39.66 ㎢ 69.56 ㎢ 35.70 ㎢

人口 160,019人 444,108人 245,524人

世帯数 74,157世帯 203,898世帯 108,123世帯

1世帯あたり人数 2.16人 2.18人 2.27人

人口密度 1,542人/㎢ 6,385人/㎢ 6,877人/㎢

DID*人口密度

2,316人/

㎢

8,879人/

㎢

9,871人/

㎢
＊DID 人口集中地区：国勢調査の集計の統計地域で、人口密度が4,000人/km2 

       以上かつ合計人口が 5,000人以上となる地域



人口統計

総人口 １６０，０１９人
         （男性：80,830, 女性 79,189）
総世帯数 74,157世帯
1世帯あたり 2.16人
（R2国勢調査に基づく2025.8.1推計値）

人口変動：:2010年に170,145人でピークを迎え、その後減少傾向
人口減少の要因：:出生数の減少と死亡数の増加が主な要因
最近の動向：:人口減少傾向ではありますが、若年層やファミリー層を中心に
    一部地域で転入者が増加する動きも見られる

2025年度の高齢化率は31.4％
秦野市人口ビジョンでは2040年には39%、2045年には42%
に上昇すると予測

大磯町 34.9

当初の予測よりも早い人口減少
（2040年には 133,999 人）



地域別高齢化率

2015年時点で
・新規開発が進む山際の地域
  などでは高齢化率は低い
・高齢化率45%を超えていた
  地域は西側の一部のみ

2040年には
・市全体で高齢化が進む
・特に中心地域や駅近地域
  でも高齢化が顕著



交通網
小田急線 4駅 
東名・新東名自動車道で首都圏へ直結
国道246号が市街地を突っ切る
厚木秦野道路事業（秦野中井から
       新秦野IC、さらに西へつなぐ）



＝どの交通手段で移動しているのか
手段選択への影響要因：
・公共交通インフラの有無
・地形
・ライフステージ   など…

データの出典： 2018東京首都圏パーソントリップ調査（東京都市圏交通計画協議会に基づき神奈川県作成

交通分担率

参考: 都市の人口密度と１人当たりの乗用車CO2

排出量との関係 （出典：平成12年版環境白書）

DID人口密度が小さくなれば自動車への
依存度が高くなる傾向
 脱炭素交通の取組みの重要性が増す



秦野市の交通分担率

鉄道・バス 18.7％⇔伊勢原市、平塚市と比較してやや低く、
自動車交通 49.3％、自動車依存度が高い
駅まで公共交通が利用 秦野駅 が29.3％と市内4駅では最大
渋沢駅、 東海大学前駅及び鶴巻温泉駅は徒歩分担率が高い



日々の移動先

昼夜間人口比率 87.7  （2020） 
     2000年からの 20 年間で 
 5.6 ポイ ント上昇も、依然として    
 流出超過状況
 通勤・通学では
東京都＞厚木市＞ 平塚市の順 

広域の移動



小売・商業施設の分布



交通空白・不便地域圏

●１日当り30本以上（概ねピー ク時片道３本以上に相当）
    の運行頻度の高い路線（基幹的公共交通利用圏域）は
    主に市街 化区域内に多く存在、人口ベースで66.3％
    観光客の足にもなっている
●公共交通空白・不便地域
   需要面や道路条件などから生じている
   上地区や西地区、北地区、南地区の一部で
    11.9％を占める
●公共交通空白地域
   北地区 など13.0％



バス路線

・ 普通のバスの利用も減っている 
    なくならないためには乗る！

・神奈中バスの大きな拠点
     何かコラボ/働きかけできる？



コミュニティ・タクシー 市内にある交通空白・不便地域や不採算バス路線対策等の課題への対応とし
て、平成19年度に秦野市地域公共交通会議を設置し、運行基本計画を策定。
新たな地域公共交通の導入の必要性が高い2つの区域において、ワゴン型の
車両により運行している。

●渋沢駅・秦野赤十字病院ルート
     運賃：大人200円・250円・300円（小児一律100円）
●おおね台ルート
     運賃：大人200円（小児一律100円） 
●上地区 「行け行けぼくらのかみちゃん号」

●渋沢駅から栃窪・渋沢区域への登録制
                       デマンド型タクシーもある

いずれも平日のみ運行

目標は便数維持！

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1001000000471/index.html


カーシェア拠点・EV充電拠点

その他、
・タイムズカーシェア、
・オリックスレンタカー（シェア）
拠点も駅周辺を中心にあり

EV充電マップ

大磯町 359.5



農業 農業産出額(推計)：243千万円

課題は農の担い手確保 – 
  ・ 新規就農者 2020年度 84人

 2023年度 104人、さらに増やしていくには？ 
  ・市民農園の活用
  ・観光農業の推進



データの出典:右図は 帝国書院 「小学生の地図帳」「神奈川県」 https://ict.teikokushoin.co.jp/06esmap_qr/todouhuken/pref14/index.html

【湘南地域周辺地域の農・漁業】

⇒ 「地域」を少し広くとらえてみる。
 まずは 地のもの → 周辺自治体 → 県内 
      そのあとに 国内 での地産地消を 
  と考えると、選択肢も増え 安定性も向上する。

きっと

楽しくな
る!

地域経済
にもよい!

輸送距離が
減って脱炭
素にも貢献!

地産地消の観点から

給食地産地消率 30%！
地元の食材を集中的に給食に供給
⇒地域愛にもつながる

https://item.rakuten.co.jp/tanzawanoborusyouten/c/0000000101/



エネルギーフロー（秦野市）住まいと建築物

・持ち家率：64%（ 藤沢市 60％, 平塚市 79％, 神奈川県 54％）

・共同住宅よりも戸建てが多い（74％）
・一軒の面積が広い：住宅専用建物で平均116m2（  藤沢81m2, 大和 77m2）

・毎年の新築数 500～600件、圧倒的に戸建て建築が多い

総住宅戸数：70,325棟
（2024年、秦野市の統計）

耐震性, 断熱/省エネ性, ZEH等, 防災や脱炭素の観点から
                                                                                                   更新時期がチャンス！



ごみの排出量と削減の取り組み

⇒ 自宅でコンポス
       ト始めてみる⁈
  ※補助制度あり！

⇒ 登録してみる⁈ 

ごみ総量は 2012年 52,862トン から
                   2020年 49014トンに（7％減）



エネルギーフロー（秦野市）秦野市のエネルギーフロー



面積(km2)あたり

秦野市の再エネポテンシャル



秦野の地域資源：森林

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1710995670502/simple/kinoarukurashi.pdf

2025年2月に関東圏で初の採択
「多品種少量の都市近郊型」 バ
イオマス産業都市



秦野の
地域資源



観光資源

観光資源を生かしつつ 脱炭素策も実現する 打開策は…？

OMOTAN としての観光拠点
⇒観光客はコロナ禍を経て、回復傾向
地域経済に重要！もっと生かしたい！

だが、おいていくものは経済効果だけ
ではない…

・ごみ？
   観光客によるぽい捨て
   事業系を含むごみ総量の増加

・交通渋滞？
    ハイカーは電車＆バス利用？
    キャンプや釣りは？ 

・交通量増加によるCO2排出増？
局所的な大気汚染？

    生活への影響は？



秦野市の
再エネポテンシャル

渋沢駅 南側



秦野市の
再エネポテンシャル

市役所の北側



秦野市内の地域特性

写真 https://kamakura.keizai.biz/photoflash/512/



総合計画の中で挙がっている地域別の目指す姿と課題

写真 https://kamakura.keizai.biz/photoflash/512/

第1回で考えた未来の秦野の

姿との類似は？

脱炭素策とのつながりで実現

する には…？



本データの多くは政府や自治体のオープ
ンデータによって作成しました。将来推
計には複雑な前提条件等がありますが、
この資料では触れていません。前提条件
等について確認したい場合は出典をた
どってください。

秦野市役所のホームページでは、本資料
でご紹介したような土地利用や人口
統計、世帯の情報など地区ごとの情報
が掲載されています。

未来カルテは、研究プロジェクト「オポッサム
(OPoSuM-DS/OPoSSuM)」(研究代表者: 千葉大学倉
阪秀史) の成果物です。REPOSは、環境省による再
生可能エネルギー情報提供システムです。RE-CODE

はCo-JUNKAN研究プラットフォームの情報基盤シス
テムです。

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/shisei/toukei/index.html

https://www.e-stat.go.jp/

データについて


	スライド 1:  秦野市に関する基礎情報
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31

